
 

件 名 
６号機 非常用ディーゼル発電機（Ｂ）不具合による運転上の制限からの逸脱 

について 

通報日 ２０２６年 ９月１０日、９月１７日 

概 要 

（９月１０日） 

＜第一報＞ 

本日（９月１０日）、保安規定第７４条を適用し、予防保全を目的とした保全作業

を実施していた６号機非常用ディーゼル発電機（Ｂ）において、シリンダヘッドに 

不具合が確認されました。 

このため、機器の故障および損傷等の兆候が発生しているとみなし、６号機および

７号機の保安規定で定める以下の条文について、運転上の制限からの逸脱を１２時 

１７分に判断しました。 

・６号機 保安規定第５９条 

 （３台の非常用ディーゼル発電機が動作可能であること） 

・７号機 保安規定第６６条１２－３ 

 （号炉間電力融通電気設備を使用した号炉間電力融通が動作可能であること） 

 これらに関する保安規定で要求される措置については実施済みであり、定められた 

完了時間内（９月１９日まで）に復旧作業を行う予定です。 

 なお、本事象による原子炉及び使用済燃料への直接的な影響はありません。 

 

（９月１０日公表済み） 

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/press/pdf/2026/20260910p.pdf 

  

（９月１７日） 

＜第二報 最終報＞ 

先日（９月１０日）お知らせしました、６号機 非常用ディーゼル発電機（Ｂ） 

運転上の制限逸脱についての最終報です。当該非常用ディーゼル発電機の点検を実施

し、不具合を確認したシリンダヘッドについては予備品への交換を行いました。 

また、不具合を確認したシリンダヘッド以外の機器等についても調査を行いました

が、非常用ディーゼル発電機の機能に影響するような異常は確認されませんでした。 

点検終了後に実施した確認運転において、当該非常用ディーゼル発電機が正常に 

動作することを確認できたことから、６号機の保安規定第５９条および７号機の保安

規定第６６条１２－３について、本日、２１時２１分に運転上の制限逸脱からの復帰

を宣言しました。 

今後、詳細な原因調査および対策を実施してまいります。 

 

（９月１８日公表済み） 

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/press/pdf/2026/2026091801p.pdf 

 

 


